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東北地方整備局
建設コンサルタント業務の成績評定入力ミス事案について説明資料

令和7年7月末に、近畿地方整備局において今年度公示した業務について、入札調書を見
た参加業者から「自社の点数が低い」との指摘があった。
建設コンサルタント業務等の発注手続において、技術評価点の算出等に使用する過去の
成績評定点に一部入力ミスがあることが判明。
東北地方整備局等においては8月4日(月)から、入札契約に関する手続きを一時延期し、
契約手続において活用している業務について、テクリスに登録している成績評定点が正し
いかの確認作業を実施した。

＜成績評定入力ミスの発覚経緯＞
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東北地方整備局
建設コンサルタント業務の成績評定入力ミス事案について

＜テクリス登録の流れ＞

事務所・整備局の評定担当（総括調査員、主任調査員、検査官）は、業務完了後に契約
管理システム（CCMS）で業務評定を行い、確定した成績評定点を登録する。

企画部技術管理課では、年4回（5・7・10・1月）、CCMSに新たに登録された直近四半期分
の成績評定点データを一括抽出し、テクリス運営主体である（一財）日本建設情報総合セ
ンター（JACIC）へメール送信している。

JACICは、受注者がテクリス登録した業務情報と、地方整備局が送信した評定点データを
照合し、必要に応じて地方整備局と内容の確認・修正を行ったうえで、最終的な評定点を
テクリスへ反映している。

【補足（これまでの経緯）】
総合評価落札方式における技術者評定点の活用は、令和4年度に方針を決定し、同年度
に令和2・3年度分を一括登録、以降継続登録を進めてきた。令和7年3月の総合評価委員
会で承認を得て、令和7年8月1日から運用を開始し、令和2～6年度の技術者成績の平均
点で評価している。

評定方法については、令和3年度まではExcel様式で作成していたが、令和4年度に全地
整統一のCCMSへ移行して以降は、CCMSで成績評定を実施することを原則としている。
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＜成績評定点をデータベースへ登録する流れとミス発生箇所＞

東北地方整備局においてミスが発生していた作業過程
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＜再発防止策＞
➊➋➌

＜再発防止策＞
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東北地方整備局
建設コンサルタント業務の成績評定入力ミス事案について報告事項①

＜ミスの発生状況と原因＞

令和2～6年度に完了した建設コンサルタント業務6,976件を対象に評定点を確認したとこ
ろ、東北地方整備局において 9件（全体の約0.13%）のテクリス登録ミスを確認した。
ミスの要因は、全て人的な作業過程での誤りであり、下記２点に大別される。
①抽出後の評定見直しがテクリスへ未反映だったケース（6件）
②テクリス登録が未完了で、評定点がテクリスに反映されていなかったケース（3件）
年度別・事務所別・受注者別の発生状況に特段の傾向は認められず、恣意的ではない。
ミスを修正したことによる評定点への影響は －2点～＋3点 の範囲であった。
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要因 R2 R3 R4 R5 R6 合計

確 認 件 数 1,478件 1,459件 1,365件 1,359件 1,315件 6,976件

要因① - ２件 １件 ２件 １件 ６件

要因② - - - ３件 - ３件

合 計 ０件 ２件(0.14%) １件(0.07%) ５件(0.37%) １件(0.08%) ９件(0.13%)

○年度別の確認件数とミス発生件数

＜ミスによる影響の検証＞
令和7年度に契約した業務656件（1,885者）について、テクリス登録評定点の修正後の影響
を確認した結果、受注者の入れ替わり等の影響はなし。

評定対象 -3 -2 -1 +1 +2 +3 +4 評点なし 合計

業 務 - - １件 ２件 １件 ２件 - ３件 ９件

管 理 技 術 者 - - １件 - - １件 - ３件 ５件

担 当 技 術 者 - １件 - - １件 - - ３件 ５件

○評価対象毎、テクリスに誤って登録された評定点と確定値の点数差
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＜再発防止策＞

（１）当面の措置 ※東北地整としての短期的な対応

（２）システム改良 ※全国的な、中長期的な対応
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➊企画部技術管理課がCCMSからデータ抽出を行った際には、抽出データを事務所・整
備局の検査担当窓口へ照会し、受注者へ通知済みの確定値であることを再確認する。

➋CCMSでの確定操作後に、誤入力の修正や契約不適合による減点など、やむを得ず
評定点の修正が必要となった場合は、企画部技術管理課への報告を徹底することとし、
四半期ごとに注意喚起を行う。

➌テクリスへのデータ登録は従来、CCMSに登録された直近四半期分を新規登録してきた
が、今後は登録済みも含めた前年4月以降の全件を抽出し、 CCMSとテクリスの登録内
容を突合・再確認のうえ、必要に応じて修正・再登録し、チェック体制を強化する。

１）CCMSとテクリスのデータ連携
・整備局間及びJACICと連携のうえ、CCMSとテクリスを連動させ、CCMSの登録が自動
的にテクリスに反映するようにシステムを改良する。

２）CCMSの改良
・CCMSから出力した委託業務等成績評定通知書自体を加工できない仕様に変更する。
・成績評定の未入力や仮登録値の状態で手続きを先に進ませない仕様に変更する。
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